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(注)土地を含む一戸建て住宅。

グラフで見るタイ経済 2017 年４月号（Ｎｏ．９４） 

タイ景気は、家計部門には回復の動きもみられるが、総じて弱含みが続いている。２月の個人消費指数は前月

比+１．４％と、耐久財消費の増加などにより、再び上昇した。しかしながら、同月の輸出は前年比-２．８％と４か

月ぶりに減少した。地域別には、中国向けが高い伸びで推移したものの、日本向けはマイナスに転じ、米国向け

も増勢を弱めた。２月の工業生産指数（前月比-０．２％）は落ち込み、また主力産業の自動車の生産台数（前年

比-７．２％）も減少した。同月の民間投資指数は前月比-０．１％と、わずかながら２か月連続で下落している。 

【今月のトピック：開通が遅延するタイ、カンボジア間の国際鉄道】 タイの首都バンコクとカンボジアの首都プノンペンを

結ぶ国際鉄道の開通が遅延している。当初、２０１７年の初頭に鉄道は開通する予定であった。しかしながら、カンボジ

ア国内で鉄道の経由地となるポイペトの沿線住民への補償問題が鉄道建設の障害となっている。鉄道建設にかかわ

る両国政府の関係者は、２０１７年の夏に鉄道が開通するよう努力している模様である。鉄道の開通後は、物流コスト

の低下によりタイ、カンボジア間の貿易が拡大し、投資活動や観光にも好影響が及ぶことが期待されている。 

（出所）タイ中央銀行、タイ国家経済社会開発委員会（ＮＥＳＤＢ）、ブルームバーグ 
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（出所）タイ工業省、タイ中央銀行、タイ国家統計局、タイ工業連盟（ＦＴＩ） 
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